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3）多胎妊娠 の 管理

慶應義塾大学講師　名　　取 道 　 也

　多胎妊娠 に お け る 周産期異常 の 発生は 胎児 ， 母

体 ともに 単胎妊娠に 比較 し て 高率で ある ．これ ら

の うち 最も頻度の 高い 問題は 早産で あ り，最も重

症度の 高 い 問題に は双胎間輸血 症候群 （TTTS ）

や双胎 の
一児の 胎内死亡 が あげられ る． こ の レ ク

チ ャ
ーで は 多胎管理 の 基本 とな る双 胎管理 上 の 問

題点を紹介す る ．

　双 胎の管理 の 第
一

は
一

絨毛膜性双 胎 と二 絨毛膜

性双 胎の 鑑別で ある，二 卵性 双 胎の すべ て と
一
絨

毛膜性双胎 の 1／4が 二 絨毛膜 となる が
， 絨毛膜数 の

診 断は TTTS お よ び双胎胎児 の
一児死亡 の 場合

に 不 可欠 の 情報で あ り，妊娠初期 の 超音波検査 に

よ り高率 に判断可能で ある こ とは 重要で ある．

　早産の 予防は 双胎管理 上最 も頻度の 高い 問題で

あ る が
， 所見 の な い 患者に 対する 頚管縫縮術 の 有

効性は 証明 されて お らず ， 現状で は 安静が第一
の

選択で ある ．28週以降の 未熟 児で は 良好 な成績 が

得 られ て い る現在， よ り早期 の 早産を予防す る意

味か ら20週頃か らの 安静が適当 と思われ る．

　 TTTS の 診断基準 と し て 以前 よ り用 い られ て

い る 20％以上 の 体重差お よ び 5g／d1以上 の Hb 差

が本症に 特異的で は な い とす る報告があ る現在，

確立 された も の はな い が ，

一
児の 羊水過 多 と他児

の 羊水過少は 重要な所 見で あ る、
一児 の 胎内死 亡

時 の 対応 に つ い て も絨 毛膜数 が 重要 な情報 とな

る．近年 の 生殖技術 の進歩か ら多胎妊娠 の 管理 は

その 重要性が増加 し て い る ．

4） マ タ ニ テ ィ エ ク サ サ イ ズ

田中ウ イ メ ソ ズ ク リ ニ
ッ ク 院長 田 中 泰 　 博

　 ヒ トの 直立 二 足歩行は ，広 い 範囲を，重力に 抗

して 小 さな エ ネ ル ギ ーで 持久的に 移動 し続ける 生

活形態へ の適応 と して 成立 した も の で ，全 身持久

力 （有酸素運動能）が 主た る体力 の 指標 とされ る

ゆえ ん で ある．こ の よ うな人体 の 機能特性に と っ

て ， 現代 の 運動不足 と過剰栄養摂取は 身体諸機能

全 般を低下 させ
， 成人病 ，

ア レ ル ギ ー性疾患な ど

を増加 させ て い る．

　さらに ヒ トの 分娩形態は ，直立 二 足歩行が もた

らした子宮 口 の 下方転位 と知能の 発達に よ る頭部

の 異常肥 大に 対す る適応形態 と し て 「産道通過 が

可能 な範 囲で ， で ぎる だ け成育 した未熟児 を娩 出

す る 」 とい う相反する 二 面規制を課 されて い る た

め ，こ れ らの 環境 因子に よ る影響は 極め て 大 きい ．

　 こ の よ うな妊婦に 対す る マ タ ニ テ ィ エ ク サ サ イ

ズ の あ り方 と，効果や 安全性に つ い て解説す る に

あた り， 次の よ うな知見に つ い て 報告す る．

　  子宮収縮に は妊娠 31〜32週 に ピ ー
ク があ り，

33週以後 に 腹緊減少期が存在す る．

　  妊婦の 姿勢 と姿勢制御 に関す る特殊性 に つ

い て 立位重心位置 の 後 方偏 位 ，
Dynamic 　Range

は 不 変，屈 曲弛緩現象 （前傾 時脊柱起立筋活動停

止位置） の 角度増大 などがみ られた ．

　  妊婦の 体脂肪率に つ い て 言及す る．また，妊

娠の 進行 に つ れ て増加す る皮下脂肪の 増加率 は下

半 身の 皮 下 が最 も高 くな る．

　  妊娠初 期か ら分娩後 6 ヵ 月 まで の 骨 密度 ， 血

中 の 骨吸収 ・ 再生 マ
ー

カ ーその 他を検 出し，周産

期の 骨代謝回転 に 言及す る．
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